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保育者の継続的な勤務の実現をめざすための一考察
 ワーク・ライフ・バランスの特徴を明らかにして 
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（）は、「保育所入所待機児童数は、人で、平成 年 月と比較し 人減少し

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とがわかりました。有資格者での経験年数は、正規職員・非正規職員ともに、 年以上 	 年未満
がもっとも多くなっていました。正規職員の平均経験年数は、ほぼ 年、非正規職員の平均経験
年数はほぼ 年です」と述べ、職員の 割が 歳代、正規職員の平均経験年数は 年である
のは、保育者は大多数が短期大学卒業であるので、卒業後 年以内で離職することが多いという
ことがわかる。
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